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大内まちづくり
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※�おおうちだより１月合併号は、この協議会だよりに
代えて発行しています。

人口 23,214人　 男性 11,147人
世帯 10,168世帯 女性 12,067人

　
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
大
内
地
区
に
は
、
宮
島
町
に
あ
る
厳

島
神
社
、
御
堀
地
区
に
あ
る
御
堀
神
社
、
氷
上

地
区
に
あ
る
妙
見
社
、
茅
野
神
田
地
区
に
あ
る

櫻
木
神
社
、
小
野
地
区
に
あ
る
志
多
里
八
幡
宮
、

菅
内
地
区
に
あ
る
日
吉
神
社
、
宮
ノ
馬
場
地
区

に
あ
る
長
野
八
幡
宮
と
、
合
わ
せ
て
七
つ
の
神

社
が
あ
り
ま
す
。

　

正
月
に
は
、
そ
の
多
く
の
神
社
で
初
詣
の
参

拝
者
を
迎
え
る
た
め
に
、
接
待
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

写
真
は
、
昨
年
の
元
旦
、
櫻
木
神
社
に
参
拝

し
た
時
の
も
の
で
す
が
、
新
年
を
迎
え
た
そ
の

瞬
間
に
参
拝
し
よ
う
と
、多
く
の
方
が
列
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
の
総
代
会
や
奉
賛
会
の
方
、
さ

ら
に
は
地
域
の
方
が
、
前
日
か
ら
参
拝
者
を
迎

え
る
準
備
を
さ
れ
、
暖
と
明
か
り
の
た
め
の
火

の
お
世
話
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

櫻
木
神
社
に
つ
い
て
、大
内
史
跡
マ
ッ
プ
で
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
承
平
元
年
（
九
三
一
年
）
11
代
大
内
茂
村
に

よ
り
、
小
野
出
馬
に
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
江
戸

中
期
に
今
の
神
田
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
仁

壁
神
社
の
行
宮
で
、
境
内
の
桜
は
、
宮
野
桜
畠

の
も
の
を
植
樹
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
櫻
木
神
社
と
仁
壁
神
社
、
今
八
幡
宮
が
山
口

三
社
と
さ
れ
、
当
時
は
流
鏑
馬
な
ど
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
居
前
の
狛
犬
は
日
本

三
大
天
神
と
同
じ
萩
狛
犬
で
す
。」

茅野神田地区にある櫻木神社（大内矢田南６丁目７−23）
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大
内
地
域
に
住
む
小
・
中
学
生
20
名
が

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
、
大
内

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

各
班
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

課
題
と
し
て
は
「
道
路
や
公
園
に
ご
み
が

散
乱
し
て
い
る
」
と
か
「
公
園
が
少
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
解
決
方

法
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
提
案
事
項
を
決

議
し
ま
し
た
。

①�

地
域
で
清
掃
活
動
の
日
を
決
め
、
大
人

と
子
ど
も
が
一
緒
に
清
掃
活
動
を
す
る
。

②�

公
園
や
公
民
館
に
ご
み
箱
を
設
置
し
、

ご
み
の
散
乱
を
防
ぐ
。

③�

地
域
住
民
が
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
再
確

認
す
る
教
室
を
開
催
す
る
。

　

生
活
環
境
部
会
の
事
業
で
あ
る
里
山
河

川
ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

３
つ
の
団
体
が
申
請
し
、
積
極
的
に
活
動

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

①
大
内
桜
の
会
は
、
大
内
畑
に
あ
る
大

内
桜
周
辺
の
環
境
整
備
活
動
を
、
②
象
頭

山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
象
頭
山
の

山
頂
周
辺
の
整
備
や
季
節
イ
ベ
ン
ト
（
鯉

の
ぼ
り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
等
）

を
、
③
氷
上
浪
漫
里
山
の
会
で
は
、
氷
上

山
周
辺
の
山
王
社
を
中
心
と
し
た
里
山
づ

く
り
に
、
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
元
気
あ
っ

ぷ
健
康
講
座
も
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
の
保
健
師
で
あ
る
板
東
知

美
氏
か
ら
、「
感
染
症
（
コ
ロ
ナ
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
対
策
に
つ
い
て
」
と
い

う
演
題
で
講
話
を
聴
く
と
と
も
に
、
受
講

者
各
自
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
修
了
式
を
行
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
健
康
講
座
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
内
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
、
大
内
地

域
に
あ
る
史
跡
・
名
勝
の
紹
介
を

兼
ね
て
、
そ
の
写
真
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
場
所
の
住
所
も

同
時
に
表
記
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
左
記
に
そ
の
住
所
を

一
覧
表
に
し
て
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

　

実
際
に
訪
ね
て
み
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
地
図
上
に

お
示
し
す
る
方
が
わ
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
が
、
誌
面
の
関
係
で

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
よ
り
詳
し
い

情
報
が
必
要
な
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大内子ども未来プロジェクト
事業で、11月29日㈰、熟議（ワー
クショップ）を開催しました。

地域振興部会の取組

生活環境部会の取組

健康福祉部会の取組

11/１㈰、大内畑にある大内桜周辺の
環境整備活動に集まった有志26名

11/22㈰、象頭山再生プロジェクトの６
名が、クリスマスイベントとして、象
頭山の山頂に象のイルミネーションを
設置されました。

子育て支援マップに載せたい内容
について、話し合いました。

ママも息抜き
おしゃべりしましょ（２回目）

元気あっぷ健康講座
（5回目）

11月19日
11月30日

vol. 号 表紙の写真 住所

20 ６⽉号 ⼤内桜 ⼭⼝市⼤内御堀4657付近

21 ７⽉号 琳聖太⼦の供養塔 ⼭⼝市⼤内御堀４丁⽬６-33

22 ８⽉号 妙⾒社 ⼭⼝市⼤内氷上５丁⽬14-45

23 ９⽉号 重岩 ⼭⼝市鰐⽯町５-15

24 10⽉号 象頭⼭（⼗境詩の⽯碑）⼭⼝市宮島町１-２

25 11⽉号 乗福寺 ⼭⼝市⼤内御堀４丁⽬６-33

26 12⽉号 象頭⼭（駐⾞場） ⼭⼝市⼤内御堀１丁⽬３付近

27 １⽉号 櫻⽊神社 ⼭⼝市⼤内⽮⽥南６丁⽬７-23



食農教育事業

大内コドモジカン事業

大内史跡紹介映像の作成に向けて地域協育ネット支援事業
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文化教養部会の取組

茅野神田（10/25） 中村（10/25） 上千坊（10/24）

　本事業は、子どもの学習活動や体験活動を、
同じ町内に住む大人と一緒に行うもので、子ど
もの学びと、地域ボランティアの育成を目的に、
実施されているものです。

10月26日〜10月29日

　

10
月
28
日
㈬
、
美
祢
市
で
山
口
県
総
合

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
大
会

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、

こ
の
大
会
で
、
長
年
、
民
生
委
員
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
功
労
者
を
表
彰
し
て
い
た

の
で
す
が
、
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
関
係

で
表
彰
式
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
大
内
在
住
の

３
名
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

下
千
坊
地
区
の
民

生
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
梶
原
信

子
さ
ん
は
、
山
口
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
大
内
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る

佐
々
木
奉
文
さ
ん
は
、

山
口
県
社
会
福
祉
協

議
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　　

さ
ら
に
、
大
道
地

区
の
民
生
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る

　

本
光　

楚
さ
ん
は
、

山
口
県
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　

本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
口
県
青
壮
年
連
盟
大
内

支
部
で
は
、
毎
年
大
内
地
区
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
を
招
い

て
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
芋
の
苗

植
え
、芋
掘
り
の
体
験
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
初
夏

の
苗
植
え
は
大
人
の
み
で
行
い
ま

し
た
。
晩
秋
の
芋
掘
り
体
験
活
動

は
、
密
を
避
け
る
た
め
に
、
各
園

ご
と
に
４
日
間
に
分
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で

に
、
大
内
史
跡

紹
介
映
像
作
成

委
員
会
を
３
回

開
い
て
、
紹
介

す
る
史
跡
を
選

定
し
、
11
月
23

日
と
30
日
の
２

日
間
に
、
現
地

の
史
跡
を
紹
介

す
る
映
像
を
撮

影
し
ま
し
た
。

　

大
内
地
域
が

「
大
内
文
化
は

発
祥
の
地
」
で

あ
る
こ
と
が
伝

わ
る
映
像
に
な

れ
ば
、
と
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
教
養
部
会
で
は
、
大
内
・
小

鯖
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
大
内
・
小
鯖
協
育
ネ
ッ

ト
協
議
会
で
は
、
今
年
度
、
山
口
中

央
高
校
が
加
わ
り
、
１
高
校
１
中
学

校
３
小
学
校
と
、
６
幼
稚
園
・
保
育

園
が
協
力
し
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
育
ネ
ッ
ト
協

議
会
で
は
、今
年
度
、

「
あ
た
り
前
10
箇
条
」

の
の
ぼ
り
旗
を
補

充
し
、
11
の
学
校
・

園
や
交
流
セ
ン
タ
ー

に
の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

ちょっといい話

県
民
児
協
表
彰
の
本
光　

楚
さ
ん

県
社
協
表
彰
の
佐
々
木
奉
文
さ
ん

県
知
事
表
彰
の
梶
原
信
子
さ
ん
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図書室からのお知らせ新刊図書
鬼滅の刃　23 吾峠　呼世晴
備えいらずの防災レシピ
「食」で実践フェーズフリー 飯田　和子

夢をかなえるゾウ４　ガネーシャ
と死神 水野　敬也

年収200万でもたのしく暮らせます
コロナ恐慌を生き抜く経済学 森永　卓郎

ピラミッドのサバイバル　１ 洪在徹
身のまわりのものでできる手作
りマスク 寺西　恵理子

・１回につき、一人３冊まで借りることができます。
・�本を借りる時は、事務室の貸出ノートに記入してください。
・返す時は事務室に持ってきてください。
・初めて借りる人は、登録カードを作ります。
※�本は、みんなで利用するものです。大事にあつかってく
ださい。もし破れたら、返す時に声をかけてください。

http://www.ohuchi-machizukuri.com/

【カラー版おおうちだよりが見れます！】

大内地域交流センター（10:50〜11:30）
13日・27日（水）

「ぶっくん」運行予定表（１月）

【発行・編集】

大内地域交流センター・大内まちづくり協議会
●大内地域交流センター

　　　　　　　　　（地域担当）　TEL･FAX 083-927-0473

　　　　　　　　　（行政窓口）　TEL 083-927-0301

●大内まちづくり協議会事務局　TEL 050-1265-7063

≪住所:〒753-0221　山口市大内矢田北一丁目10番11号≫

大内地域交流センター
　　　　　インスタグラム

Check it!!

大内まちづくり協議会ＨＰ

大内まちづくり協議会スマホ対応

ページに

なりました！

大内地域交流センター＆学校体育施設定期利用申請について

令和３年度（令和２年分）市・県民税申告相談について

令和３年度

　令和３年度の大内地域交流センター及び学校体育
施設の定期利用を希望される団体は、１月20日㈬ま
でに定期利用申請書を大内地域交流センターにご提
出ください。
　様式はセンター事務室にあります。平日の8：30
〜17：15の間に取りに来てください。
　現在、定期利用されている団体についても申請が
必要です。なお、申請書類の郵送は行いませんので、
ご注意ください。
　（問合先）　大内地域交流センター
　　　　　　☎ 083-927-0473

　大内地域での市・県民税の申告相談について、以下の日程で実施いたします。
　なお、ご都合の悪い方は「わたしたちの市税（市報１月合併号と同時配布）」に記載している
各総合支所及び他地域交流センター等の申告相談日程をご覧ください。

※�学校体育施設とは、大内小・大内南
小の体育館と運動場、及び大内中の
体育館のことです。

※�申告期間中は、電話が繋がりにくい状況となる可能性がございます。お手数ですが時間をお
いてお掛け直しいただきますよう、ご理解・ご協力をお願いします。

　以下の日程で調整会議を行いますので、
忘れずにご出席ください。（場所：大内
地域交流センター）

・センター定期利用� ２/３㈬ 19：00

・学校体育施設定期利用� ２/15㈪ 19：00

○開 催 日：令和３年２月４日㈭
○受付時間：9：30〜16：00
○会　　場：大内地域交流センター
　　　　　　２階講堂
○お問合せ：市民税課　市民税担当
　　　　　　℡083-934-2735

★申告時のお願い 〜事前の準備にご協力ください〜
　営業・農業・不動産等の「収支内訳書」を提出さ
れる方や医療費控除を申告される方については、事
前に集計をされている方から優先的に受付をします
のでご了承ください。


